













　Kazuo OISHI: The Direction of Social and Domestic Changes through Networking 
Movements by Rural Women: A Case Study of the Rural Heroine Network
　In the middle of the 1990s, a voluntary network founded by a group of rural women 
started an empowerment movement in Japan. They led this rural network movement 
for two decades. This network is a non-hierarchical and non-subsidized operation. On 
the contrary, the old style network for rural people had been influenced by the public 
sector, and in many cases, the network was limited to a local community.
 　This study targets the new women’s movement called the Rural Heroine Network 
(RHN). The study aims to clarify the direction of women’s thoughts that lead to social 
and domestic change through networking. In addition, the study specifies the process 
of maturation of these thoughts.
 　Six women who were part of the RHN were investigated and their life stories were 
assembled, with particular attention to their motivation to participate in the RHE, the 
process of thought development that aims to solve social and domestic problems, and 
their thought directions.
 　In conclusion, it is clear that in addition to gender issues, there are general problems 
related to the regional situation, food issues, and the suppression of agriculture. These 
issues tend to develop the women’s minds as they pursue various social changes. 
Finally, three categories of their thoughts are specified based on the regional sector, the 









































する。さらに言えばこの作業は、戦後日本における他の < 農 > 的な変革思想、たとえば「有
機農業」や「自給」などといった用語を伴う思想と同列の位置に「農村女性ネットワーク」






















































































氏名（仮名） 珠美さん 歌子さん 仁美さん 希世子さん 典子さん 聖子さん










生年 1944 1949 1951 1952 1944 1942
居住地 福岡県福岡市 熊本県熊本市 高知県四万十町 広島県三原市 長野県須坂 神奈川県藤沢市



















※経営面積等 2ha 弱 家：4ha、
会社：60a




















加工場 農家民宿 なし （収穫体験） 直売所（加工
場併設）
雇用 あり あり なし あり なし なし
結婚形態 婚入 婚入 婿取り 婚入 婚入 婚入
（実家の形態） 農家 農家 （農家） 非農家 非農家 農家
都会生活経験 なし なし あり あり あり なし



















































































































































































































































性経営者」のためのネットワーク 20）ではなく、< 農 > の経験と智恵を共有することで生命
尊重のできる生活をとりもどす、という結成時の目的からもわかるように、自己と社会の変
革を目指す非営利的な活動を目指すものとして発足した（大石、2007：186－187）。そして実






牛農家である y さんと出会ったことに始まる。総会の場での y さんの発言内容の素晴らし
さに希世子さんが惹かれたことで、2人の交友関係は開始される。その後、さまざまな経緯（山
崎、1995）を経て H が結成されるときに、y さんは希世子さんにも加わるよう説得し、これ
を容れて彼女は実行委員として集会の総合司会を勤めることになる。


























































　後に H の代表となる福井県の y さんが、H 結成のために動き始めたのもちょうどこの時




























































































（仮名） 珠美さん 歌子さん 仁美さん 希世子さん 典子さん 聖子さん
家庭での
立場
舅姑関係 義 父 母 とも
厳し い 面 が
あり、直売店
開 設 後 も父
母 の 農 作 業
の 手 伝 いを
優 先し て い
た
義 父 との 関
係は良好で、
義 母 は あ ま
り農 作 業 に
は 従 事 し な
かった
実 両 親 の た
め、自由にさ
せてもらえた
義 父 は お だ
や か な 性 格
で、 仕 事 で
留守勝ち、義
母 は 厳 し い
面があったも
のの、夫の怪
我 を 契 機 に
関係が好転
夫 は 勤 め に
出ており、結
婚 後15年 間
は 無 給 で 義
父 の 農 業 を














義 父 は 生 前
はサイフを手
放さなかった
が、 生 活 費
は潤沢にもら











ん の 山 仕 事
（森 林 組 合 ）
の収入から









































熊 本 県 農 業
女 性 アド バ
イザ ー 在 任
時 に 県 職 員
か ら開 催 情
報 を 知 ら さ
れて
y 氏と知己で
あ っ た 近 隣
友 人 に 誘 わ
れて




実 行 委 員 へ
の 参 画 を 依
頼された
他 の 農 村 女
性ネットワー
クに て 活 動
していること
を y 氏 が 知
り、y 氏から
実 行 委 員へ













初 回 集 会 時
には義父母・
夫 に 頭 を 下
げ て 参 加、
直 売 所 開 設









外 部 で 活 動
することに寛
容な態度
夫 は 交 通 事
故（ 1 9 9 3 ）
の 後 に 経 営
権 を 妻 に 委
譲したため自
己決定できた
義 父 母 の 介
護 の 段 取 り
をした上で自









不参加 参加 参加 参加 参加 参加
NPO での
役職経験






福 岡 県 指 導
農業士
福岡県農業・
農 村 振 興 審
議会委員
農 林 水 産 省
食料・農業・
農 村 政 策 審
議会委員




熊 本 県 農 業
女 性 アド バ
イザー
熊 本 市 認 定
農 業 者 協 議
会副会長





食 生 活 改 善









初 の 女 性 委
員）




須 坂 市 総 合
計 画 審 議 会
委 員（ 事 業
仕分け）
須 坂 市 食と
農 の 基 本 計
画 策 定 懇 話
会委員










共 同 参 画 審
議会委員





H 九 州 集 会
（支部大会）




人 合 同 会 社
みな月」







林 漁 家 民 宿





広島 県 女 性



























































7）  JA 教育文化活動の成果発表の場として、JA 大会、都道府県大会、全国大会の3部構成で開催されてい
る（一般社団法人家の光協会 Web）。




いる（第7回全国モーモー母ちゃんの集い in みやざき Web）。









13）  これに対して JA 女性部は地区には存在せず、より広域の組織となっていた。
14）  彼女の当選を皮切りにして、その後の H では選挙への出馬と当選を果たす女性が続出し始める。
15）  農村では小学校の運動会が実質的に地区の運動会を兼ねていることも多く、この地域も同様であったた
め、小学校の休校は地区の運動会の消滅をも意味していた。










20）  たとえば H 結成の2年後（1996年）に、行政サイドの主導で「全国女性農業経営者会議」が設立され
ている。こちらは2015年4月に解散となったが、2012年には参加要件を広くした「ひめこらぼ」という
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ネットワークがやはり行政主導で結成されており、こちらに発展的に継承されたと考えられる。ちなみ
に両者共に「農山漁村男女共同参画推進協議会」の構成団体である（一般社団法人　農山漁村女性・生
活活動支援協会 Web）。
21）  当時は比較的障碍の程度の軽い、「伸びしろのある子供」を中心にした学校であったという。
22）  福島第一原発から30キロ余りの場所に住んでいたため、2011年3月11日の大震災以降は避難生活を
送っている。
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